
2ワイヤレスビジネスに関する将来予測

 電波利用産業におけるワイヤレス活用が進展した場合の成長シナリオでは、我が国の実質GDPについて2030年
時点で約22兆円、2035年時点で約53兆円の増分が見込まれている。

 業態別では、製造業及びサービス産業を中心に、投資・生産性向上に伴うＧＤＰ貢献が期待されている。

（出典）デジタルビジネス拡大に向けた電波政策懇談会第７回（ 令和６年４月30日） 株式会社三菱総合研究所提出資料を基に作成
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ベースライン 成長シナリオ

実質GDP押し上げ効果

約53兆円
（2035年度時点）

成長シナリオ

ベースライン

ワイヤレスの高度化等の
進展を見据え、企業の投
資や利活用が活性化
実質GDP成長率：

1%前半台で推移

経済が足元の潜在成長率
並みで将来にわたって推
移（内閣府試算に基づく）
実質GDP成長率：

0%台半ばで推移
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ワイヤレス成長による業種別実質GDPの増分ワイヤレス成長シナリオにおける実質GDPの押し上げ効果
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